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小学生の肥満に関する研究
~ストレスと肥満の関係について~
大村一光，野井倉洋豪
緒日
こどもの肥満増加が社会や学校現場で問題となるようになって久しい。肥満は一般的に熱産生障害
等，病的なものを除いてその多くは単純性肥満と考えられており，その成因として遺伝，日常生活に
おける生活習慣，食事(過食等)，運動不足等が関与していると言われている。これらの中で特に過
食(余剰カロリー)を生みだす要因としては，誤った食習慣など直接的要因と並んで，近年ストレス
といった間接的要因についても注目されつつある。しかしながら，ストレスが肥満に及ぼす影響につ
いてはほとんど知見は得られていないようである。
一方，現代のように高度に複雑化した社会はストレス社会とも言われており，こういった傾向はこ
どもの社会においても高学歴指向，いじめ等いくつかの歪を生じ，多くのストレスに浸されていると
いっても過言ではなく，今後もこどもをとりまくストレスは増大する傾向にあるとみられる。従っ
て，ストレスと肥満の関係について明らかにしておくことは，社会や学校などで肥満者に対して適切
な指導や助言を行っていく上で重要なことであるとみられる。
そこで，本研究では，ストレスが肥満に及ぼす影響を明らかにするための第一段階として小学校高
学年に対してストレスに関するアンケ ト調査を実施し ストレスの度合いが児童の身体発育や体型
にどのように変化を及ぼすのか，その実態ヤ特徴を把握し，検討することを目的とした。
方法
(1 )被験者
鹿児島市立N小学校において平成4年度6年生であった児童を研究対象とした。被験者数は男子が
103名，女子が93名であった。
(2) 肥満度指数の算出および児童の分類
各児童の身長および体重をもとに吉永らによる標準体重算出式を用いて肥満度指数((実測体重/
標準体重 1) * 100)を求めた。男女別の肥満度指数の平均値と標準偏差をもとに体型による比較検
討を行うために，児童を 3つのグル プに分類した(やせ予備群:平均値-1 0"， 標準児:平均値
土 10"， 肥満予備群:平均値+1σ)。
(3) アンケート調査
各児童のストレスに関する調査を行うために資料1に示すように，こどもの生活で起こりうる一般
的なストレス事項として20項目を選定し，アンケ ト調査を実施した。
結果
図1-1 ，図 1-2は資料1に示したストレスに関する20項目の調査項目をもとに「全くそうでな
い」場合を l点，逆に「いつもそうである」場合を4点とし， 20項目における合計得点を算出し(ス
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トレス得点)，各児童のストレス得点をもとにその度数分布を男女別に表わしたものである。
ストレス得点の平均値は男子(人)
が36.8点，女子が41.4点で女子
の方が高く，両群の間にはO.1 
%水準で統計的有意差がみられ
た。ストレス得点を 5点毎の区
分でみてみると，男子では25~
29点の区分が20名と最も多くな
り，全体的にも女子と比較して
得点の比較的低い区分に集中す
る傾向にあった。一方女子で
は， 40~44点の区分が22名と最
も多くなり，得点分布も正規分
布する傾向にあった。
図2-1，図2 2は図1で
示したストレス得点の平均値と
標準偏差をもとに被験者をスト
レス得点の小さかったグループ
( 1群:平均値-1σ)，スト
レス得点の中間グループ(I 
群:平均値土 1σ)，ストレス 5 
得点の大きかったグループ(1II
群:平均値+1σ)の3つに分 。
類し，それぞれのグル プにお
けるやせ予備群，標準児，肥満
予備群の割合を示したものであ
る。図2-1は男子，図2-2
は女子の分布を示している。
I群男子では I群からE群へ移行
するにつれて，すなわちストレ
ス得点が増大するにつれてやせ E群
予備群，肥満予備群は増大する
傾向にあった。一方女子にお
E群
いても肥満予備群はストレス得
点の増大とともに増加する傾向
にあり，特にE群では全体の
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男子では肥満度の増加の大きかった群
(A群)が最も大きい値を示したものの，
肥満度の増加の小さかった群 (C群)も
42.6点と肥満度の増加の大きかった群 (A
群)に次いで高い値を示した。また，各群
における肥満予備群の占める割合を比較し
てみると，肥満度の増加の小さかった群
(C群)が41.7%と最も高い値を示し，肥
満度の増加の大きかった群 (A群)の33.3
%を上回った。
一方女子では，肥満度の増加の中間群
(B群)が47.3%で，肥満度の増加の大き
かった群 (A群)よりもストレス得点は高
くなったものの，各群における把満予備群
の占める割合は，肥満度の増加の大きかっ
た群 (A群)が44.4%と最も高くなった。
考察
ストレスの大小が児童の体型に及ぼす影
響を検討するために，男女別にストレス得
点の平均値と標準偏差をもとに，児童をス
トレス得点の小さかったグループ(1 
群)，ストレス得点の中間的グル プ (II
群)およびストレス得点の大きかったグル
表3 1年間の肥満度増加の程度からみた
各グル プのストレス得点平均値(点)
男 子 女 子
A 群 39.2 42.1 
B 群 36.9 42.0 
C 群 37.4 35.5 
A群:肥満度の増加の大きかったグル プ
B群:肥満度の増加の中間グループ
C群:肥満度の増加の小きかったグル ブ
表4 1年間の肥満度の増加の程度別に分類した
グループの中で肥満予傍群の児童のストレス
得点平均値および全体に占める割合
男 子 女 子
44.0 41. 5 A 群
[33.3) [44.4) 
37.3 47.3 
B 群
[ 5.1) 00.7) 
42.6 . 
C 群
[41. 7) [ 0.0) 
A群.肥満度の増加の大きかったグル プ
B群:肥満度の増加の中間グル プ
C群:肥満度の増加の小さかったグル プ
[ J内の数値はそれぞれの群の中で肥満予備群の
占める割合を示している(%)
ープ (m群)の3つに分類し，それぞれのグループにおけるやせ予備群，標準児，肥満予備群の割合
を検討した結果，男子ではストレス得点が増大する(1群から盟群へ移行する)につれて，やせ予備
群，肥満予備群の全体に占める割合は大きくなる傾向がみられたO 一方，女子においても，肥満予備
群の全体に占める割合は男子と同様にストレス得点が増大する(1群から E群へ移行する)につれて
大きくなる傾向がみられ，特にストレス得点の最も高かったE群では，全体の35.7%を占め I群と
の間に 5%水準で統計的に有意差がみられた(図2-1，図2-2)。これらの結果は肥満傾向にある
児童が一般的に標準児と比較して日常生活等において常にある程度のストレス状況下にあることを示
しているとみられる。また，男女のストレス得点の平均値を比較すると，女子の値が41.4点で，男子
の36.8点よりも有意に高い値を示し，上述したように，女子においてストレス得点が最も大きかった
E群で肥満予備群の占める割合が35.7%になり，同じグル プの男子と比較しでも圧倒的に値が高
く，また女子の E群との間にも 5%水準で有意差がみられた。女子にみられたこのような結果は 1
つには今回研究対象とした児童が小学校高学年であり，いわゆる思春期の開始年齢に相当しているこ
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